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昨年 4 月に SASJ が新体制へ移行してから，2 年

目に入りました．1 年目には，SASJ の「若手」主体

で，新たな国際会議（iSAS-09）を開催する試みも

成功を収めました．研究会合でのプロジェクト／

ワーキンググループ活動も活況を呈しています．

SASJ は会員のボランティアで成り立つ集まりです．

会員の皆様の自発的，主体的な関わりが，SASJ を

大きく成長させます．従来の表面分析の枠に囚われ

ることなく，自由に，気軽に議論できる場として，

今後も引き続き，盛り上げていきましょう． 
本号には，昨年開催した PSA-08（仙台）の講演

資料が掲載されています．これも，新たな試みとし

て昨年からスタートした，「編集委員会と講演委員

会の連携」の成果です．現場に息づく活きた技術や

ノウハウを記録に残し，かつ皆様にもお伝えするこ

とができました．これからも，「分析装置の傍らに，

いつでも手の届くところにある」，「困ったときに頼

りになる」，そんな JSA 誌を目指して，編集に努め

て参りますので，皆様の御支援，御協力をお願い申

し上げます． 
（荒井） 
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